
兼田 絢未
著書

『親子アスペルガー・ちょっと脳のタイプが違います』

『マンガ親子アスペルガー・明るく楽しく前向きに。』

子どもの頃から周囲との違和感に戸

惑いながらなんとか生活していたが、

ストレスでうつ状態になり、37歳で

アスペルガー症候群の診断を受ける。

現在は明るく楽しく前向きをモッ

トーに充実した生活を送っている。

幼少期にアスペルガー症候群と診断

された2人の息子をもつ。2人は小学

校中学年から「発達支援ルームどれ

み」を利用し、中学生からは「いろ

は訪問看護リハビリステーション」

の利用も開始した。現在2人は大学

生で、それぞれの夢に向かって歩ん

でいる。

森川 敦子

作業療法士・精神保健福祉士

株式会社奏音 代表取締役

専門学校や大学で作業療法士を

育てる教員をしながら、4人の

子どものうち末っ子が発達障害

である事をきっかけに、療育施

設を自分で作ることを決意。

「質のいい療育と療育の場の提

供」「切れ目のない支援」を目

的に奏音を設立。現在は代表取

締役を務めながら、 大学や専門

学校の講師、保育士連盟の研修

会講師や、沖縄にある離島の教

育・療育支援など多方面で活動

している。

受付 13:３0

講演 14:０0

対談 15:０0

終了 16:00 
２/２７sun

みんな違ってみんないい！
～個性の輝かせ方②～

【参加費】

一般 １5００円

奏音事業所利用児保護者 無料

【会場】

・RCC文化センター(来場型)

・ZOOM（オンライン型）
※来場型とオンライン型のハイブリッド形式

【申込方法】
右記のQRコードからお申し込みいただけます
申し込み締め切り…2/18

対談の最後には、奏音で輝いた代表として

利用児のお一人に出演して頂きます。

現在の気持ちをお話ししてもらいます♪


